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【背景と目的】 
コリンは、全ての細胞にとって重要な役割を果たす必須栄養素の一つであり、神経伝達物
質のアセチルコリンや細胞膜の主要な構成成分であるフォスファチジルコリンやスフィンゴ
ミエリンの合成に必須である。また、メチル基供与体であるメチオニンや S-アデノシルメチ
オニンの前駆体としても利用され DNA やヒストンのメチル化に関与し、エピジェネティクス
制御との関連性が注目されている。血液中の物質の脳内への移行は血液脳関門で制限され、
厳重に管理されている。血液脳関門は微小脳血管内皮細胞、アストロサイト、ペロサイトで
構成され、微小脳血管内皮細胞上のトランスポーターは、血液中からの栄養素や薬物などを
選択的に取り込み、脳内に供給するなど重要な役割を担っている。本研究では、血液脳関門
の構成細胞であるヒト脳微小血管内皮細胞(hBMECs)を用いて、コリン取り込み機能の特徴を
明らかにすることを目的とした。 
【対象および方法】 
hBMECs細胞は CS-C培地で培養して実験に供与した。コリンの取り込み実験は、[3H]コリン
を用いて細胞内への取り込みを評価した。コリントランスポーターの発現解析は、Real-time 
PCR法および Western blot法にて解析した。コリントランスポーターのヒト大脳皮質におけ
る局在は免疫組織化学染色および細胞内局在は免疫細胞染色法にて解析した。 
【結果】 
hBMECsにおけるコリン取り込み作用は、Na+非依存性、pHおよび膜電位依存性を示し、カチ
オン系薬物により阻害された。hBMECs には、choline transporter-like protein 1(CTL1)お
よび CTL2が高発現していた。免疫組織染色により、CTL1および CTL2はいずれも微小脳血管
に発現していた。免疫細胞染色により、CTL1 および CTL2 は細胞膜上に存在し、CTL2 はミト
コンドリアに発現していた。 
【結論・考察】 
CTL1および CTL2は hBMECsの細胞膜上に発現し、細胞外からのコリン取り込み、およびカ
チオン系薬物の脳内輸送にも関与していると考えられる。また、ミトコンドリアに発現して
いる CTL2は、ミトコンドリア内へのコリン輸送を担い、コリンの酸化反応はミトコンドリア
で行われていることより、CTL2はコリンの酸化反応に関与していることが示唆される。 
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